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＜あらまし＞ 南大津小学校では、2007 年 3 月から学校ケースメソッドによる教員研修を

行ってきました。当初は、安藤がケースを用意して、全体討論の進行役を務めていましたが、

9 月には同校の教員が進行役を試み、11 月には、教員全員が自分自身や見聞きしたが解決が

難しい悩みをケースとして出し合い、問題解決を図るまでになりました。 
本稿は、その実践を整理したものです。事例検討会だけならこれまでも行われてきました。

しかし、私たちの実践研究は、全校の教職員が互いの智恵を忌憚なく出し合い、自分たちで

解決できる問題となかなか解決が難しい問題に分けて、後者を全校的な取り組みに導こうと

した点に特徴があります。このような研修の在り方は、外部講師による研修とは異なり、教

師自身の教育実践に根付いたものであり、先行研究もありません。具体的事例に基づく新た

な方向性を示したものと言ってよいでしょう。 
 
＜キーワード＞ 教員研修 学校ケースメソッド 教職の悩み 学校問題 
 
 

1. 一人一人の教員の悩みをケースで伝える 
南大津小学校の情報教育担当教員による情報モラ

ルの学校ケースメソッドがうまくいったため、安藤

先生の勧めもあって、学校の全教員が、それぞれ悩

んでいる問題を次のような要領で 10 月末までに提

出して、11月5日の研修会で話し合う手がかりとし、

私（和田美恵子）が取りまとめ役をすることになり

ました。 

① 自校だけでなく他校で見聞きした問題でも

よいが、自分自身が教科指導または生徒指導

に関する基本的で解決困難と感じている問題

を取り上げる。 

② その問題について必要とあれば、かかわり

のある人（同僚等）に個別に尋ねて、より詳

細で正確な情報をもつ。 

③ 取り上げようとする問題について、「何が争

点か」ということを明らかにする。 

④ 主な登場人物を３名程度として、「どうする

べきか」で終わる意思決定型と「困っている」

という形で終わる叙述型のどちらかでストー

リーを書く。なお、固有名詞は仮名とする。

⑤ １つの文章は最大３行まで、段落も最大７

～８行程度に短く、字数は 1000 字以内とす

る。 

⑥ 学年は必ず記す。むずかしい漢字を多用し

ない。“ここを詳しく”という箇所について

は、会話体を用いて、具体的にイメージでき

るようにする。 

⑦ そのケースの題名を一番上に書き、そこで

押さえたいキーワードを10程度記す。 

 

このような要領で提出されたケースは、学年別に

は次頁の表のようになりましたが、それを(A)個別対

応、(B)保護者対応、(C)教科・総合、(D)暴力・いじ

め、の４つに分類しました。そして、11月の研修会

では、初めの1時間20分ほどを(1)から(4)のグルー

プごとで集まって、各自が自分の悩みを出し合い、

他の教師から助言や解決策があれば提案してもらい、

残りの40分で全体会と称して、グループごとに「解

決できたこと」「解決できなかったこと」を発表する

機会をもちました。 

以下では、グループ内で各自が持ち寄った問題を

枠内に述べ、その下に同僚教師からの問題解決のた

めの助言を括弧の下に記します。なお、本校のＧ教

員は、当日、出張のため欠席しており、この研修会

では、Ｇ教員の提出したケースは取り上げることが

できませんでした。 
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ケース 学年・組 名 前 教科・領域 教材名 ケース分類

ア １－１ Ａ 教科指導 一人では、手が回らない？ （算数） ② 

エ １－２ Ｂ 生徒指導 危険な裕美ちゃん ② 

エ ２－１ Ｃ 生徒指導 
「みんなで一緒に」とはどういうこと？～裕の

家庭へのアプローチ～ 
① 

ア ２－２ Ｄ 生徒指導 
教室をとび出す子どもと、持っている子どもた

ち 
④ 

ウ ３－１ Ｅ 総合的な学習 体験はしたものの、環境の大切さは…… ③ 

イ ３－２ Ｆ 生徒指導 友達への嫌がらせや暴力をやめないＡ君 ② 

イ ４－１ Ｇ 生徒指導 いつになったら ② 

ウ ４－２ Ｈ 生徒指導 根気が大事 ④ 

ウ ５－１ Ｉ 教科指導 調べ学習、ただやるだけでは…（社会） ② 

ウ ５－２ Ｊ 総合的な学習
「大海にこぎ出す小舟～そのたどり着く先は…

…～」 
③ 

イ ６－１ Ｋ 生徒指導 子どもの交友関係における親のかかわり ② 

 ６－２ Ｌ 情報教育 一難さって、また一難（９月に実施済み）  

イ たけの子 Ｍ 生徒指導 いじめ・偏見 ② 

ア 専科 Ｎ 生徒指導 どんな関わり方がいいのだろう ② 

ア 専科 Ｏ 教科指導 「初めての少人数指導」（算数） ④ 

ア 専科 Ｐ 教科指導 「初めての少人数指導」（算数） ② 

エ 養教 Ｑ 生徒指導 腹痛を訴え教室にはいれないＢ子…… ④ 

①②は個人的な取組、③④は学校レベルでの取組 

 

ア：個別対応、イ：保護者対応、ウ：教科・総合、エ：暴力・いじめ 

 

ケース分類 

①同僚の助言によって直ぐに解決できるケース 

②直ぐには解決できないが同僚から助言によって取組の方向性を見出せたケース 

③個人的な取組では解決できないが、教員全員で相談すれば何とか解決できるケース 

（このケースに総合的な学習の学校カリキュラムが入る） 

④個人的には解決できないし、教員全員で力を合わせて長期的に取り組まないといけないケース 
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２ 個別対応 

１）１人では、手が回らない 

学校の授業参観の後、保護者から「先生は、

計算の苦手な子にばかり時間をかけるあま

り、他の児童を放ったらかしているのではな

いか。クラス全体の児童に目が行き届いてい

ない」という苦情があった。個別指導の必要

な児童が5人もいるが、他の子への指導をど

うすればよいでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

まず、管理職や同学年の先生に相談して指導を仰

ぎ、わかりにくい児童には、休み時間や授業中等で

時間を見つけて個別にかかわればどうでしょうか。

また、保護者にも協力を依頼し、家庭でも密にかか

わってもらうようにします。他の児童に関しては、

もう一ランク上の問題を用意しておいて、早くでき

た子どもにどんどん問題をさせます。さらに、小さ

な先生として、わかりにくい子によくわかる子ども

が教えるようにします。レベルに応じてプリント等

を用意し、ステップアップさせたり、繰り返し学習

させたりします。 

２）教室をとび出す子どもと待っている子どもたち 

母１人子１人の家庭環境のＳさん、１日に

数回、教室をとび出す。そのたびに、担任は、

他の子どもたちに自習させ、後を追いかけ説

得する。放任主義であると思われる母親にど

う対処し、学級の子どもたちを落ち着いた環

境にさせるにはどうすればよいでしょうか。

＜同僚からの助言＞ 

“学級での指導”については、優しい面、がんばっ

ている面をみなの前で誉めて認めて、「注意をしたら、

みんなやったらわかるでしょう。でも、○○さんは、

いまそれができないよね。どうしたらわかるように

なるか、先生も考えてがんばっているところだから、

みんなも応援して助けてあげようね」とわかりやす

く話せばよいのではないでしょうか。 

 “家庭に対して”は、担任１人で抱え込まないで、

学校全体でかかわることです。困ったときは、他の

先生や管理職に相談する。専門機関の協力を得る。

虐待になっていないか常に気をつけましょう。 

３）初めての少人数指導 

生徒指導の問題を抱えたクラスでは、複数

指導で、その児童を落ち着かせることが先決

となり、本来のきめ細かな少人数指導に踏み

きれません。また、初めてのことで、クラス

分けは、習熟度別のほうが効果は期待できま

すが、分け方を慎重に考え、児童自身に選ば

せることから始めました。これからどうすれ

ばよいでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 ３年生の２クラスと４年生の１クラスは、取り組

むことができています。しかし、４年生の１クラス

は、少人数に踏みきれない実態があり、複数指導を

しています。よくキレル児童がいて、１人にかかり

っきりになってしまうことがあります。その児童を

まず落ち着かせ、クラスの実態に合わせて指導すれ

ば、どうでしょう。他の３クラスにおいては、習熟

度別にクラスを分けて、きめ細かい指導で効果を上

げています。 

４）自分の思いが表せない子ども 

ふだんから自分を表現しにくい児童、図工の

時間になると、専科でもあるため、いっそう自

分を表現する絵を描くことをためらいます。じ

っと固まったまま作業を進めようとしません。

どうかかわったらよいでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 子どものかかわりを増やしたり、担任の先生や他

の先生に相談して、協力体制をとることです。子ど

ものよいところを見つけ、誉めることも常に必要で

す。 

また、図工の授業では、卒業式に掲示する自画像

の木版画を、担任の先生を中心に指導を進めていき、

時間は要したが、堂々とすばらしい作品が出来上が

りました。１人の力でどうにもならないときには、

担任の先生の力を借り、連携をとりながら、かかわ

っていきたいものです。 

 

３ 保護者対応 

１）「みんなで一緒に」とはどういうこと？ 

宗教上の理由で、鯉のぼりを作らなかった

り、校歌を歌わなかったり、運動会の玉入れ

に参加しなかったりと、集団行動をとらない

児童への対処をどうすればよいでしょうか。

ほかの児童への影響も大きいのです。 

＜同僚からの助言＞ 

 保護者と学校行事について事前に話し合っていく

必要があります。2 年生でも前向きに努力していく

ほうがすばらしいことを折りにふれて話したり、誉

めたりして、がんばっている子どもたちを認めて、

よい学級をめざしたいものです。 

２）腹痛を訴え教室に入れないＴちゃん 

生まれつき左手が不自由でしたが、楽しく

学校生活を送っていたT子が、音楽会前から

腹痛を訴え、教室に入るのをためらい、保健

室登校をしていました。学年、担任が変わる

4 月、Ｔちゃんへの対応に不安を抱いていま
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すが、どのような対策を立てておけばよいで

しょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 担任は、児童理解をしっかりして、保護者の考え

方もよく理解する必要があります。幸い、児童が自

ら少しずつ教室に入れるようになりつつあり、友達

も周りに集まるようになり、明るくなっています。

ねばり強く児童を支援していきましょう。 

３）危険なＵちゃん 

大きなあざがたびたびできるＵちゃんで

す。食事を罰として与えられないといった事

実を「しつけです」「子どもも納得していま

す」という親に対して、担任が「虐待ですよ」

という発言をしたために、母親との人間関係

がうまくいかなくなりました。Ｄちゃんは、

学校で問題行動を起こします。どうすればよ

いでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 家庭内の問題を背負って学校に来ている児童も多

くいます。学校生活をしている間は、児童を受け入

れて、大切にしてやりたいものです。しかし、もの

がなくなる現実に担任も悩んでいるでしょう。学習

に必要なものは教室に準備して、前もって渡して安

心した生活を送らせたいものです。保護者との対応

は、１人ではなく複数で相談を受けるようにして下

さい。 

４）どんなかかわり方がいいのだろう 

専科の時間に、「がんばって」と強めに指

導をしたところ、教師と児童との人間関係が

そこまでできていないため、その言葉に子ど

もが傷ついたと、保護者から苦情を受けまし

た。専科は、どこまで指導できるのでしょう

か。 

＜同僚からの助言＞ 

 専科の時間は、児童とのかかわりの時間が少なく、

人間関係をつくるのはむずかしいでしょうが、保護

者の願いを受けとめ、授業を大切にしましょう。中

学年での専科は、担任との協力も必要です。専科→

担任→保護者へと連絡を図り、専科だけでの行動は

しないで下さい。保健室登校の児童の例については、

長い目で見守りながらも、受け入れる学級の雰囲気

づくりを心がけたいものです。また、家庭環境に問

題がある児童については、できるだけ家庭へのアプ

ローチをしながら、学校においては、温かく見守り

支援していく体制をとればどうでしょうか。 

４ 教科・総合 

１）体験はしたものの、環境の大切さは 

『自然の恵みを受けて生きている私たち』

のテーマを設定し、レンコンの栽培と塩作り

を中心とした体験学習を3年生の総合的な学

習で進めてきました。子どもたちは、意欲的

に取り組み、貴重な体験はしましたけれど、

年間を通しての活動となると、こま切れの感

じで、与えられた活動をこなしているだけで

あって、子どもたちの主体的な学習が見られ

ません。何が足りないのでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 教師サイドで考えたテーマにならないように、子

どもの興味・関心を広げたテーマづくりをしていけ

ばよいです。長いスパンでの総合的な学習の計画を

立てて、地域の人には、アドバイザーとして来ても

らって下さい。体験と学習を進めていくためにも、

子どもたちが、自分たちで作ることのできるレンコ

ン畑を確保することを提案します。体感、五官を通

したレンコン作りが大切です。 

２）大海にこぎ出す小舟 

5 年生の総合的な学習で、社会科の工場調

べの発展学習として、『わたしたちのふるさ

と自慢』をテーマに、リサイクルしている工

場や環境を配慮している工場に焦点を当て

て、学習を進めました。体験学習から入った

ため、子どもたちは興味をもって取り組んだ

のですが、広がりのない発表が多かったよう

に思います。テーマや計画を考える際に何を

留意すべきでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 個別にグループで工場へ行くとき、教師の手が回

りません。細かい指導のもと、子どもを信頼して調

べさせて下さい。また、安全確保のうえでは、年度

初めに計画を立て、保護者の応援を募ることです。

今年初めての取組みでしたが、工場や会社との顔つ

なぎがまずできました。中間発表会を生かすために

も、振り返るための評価規準（アイテム）を用意し、

自己評価・相互評価をして下さい。また、深めてい

く手だてとして、各班で調べてきたものを、テーマ

に合った課題へと収束していくとどうでしょうか。

本発表では、初めから誰に伝えるのかという相手意

識をもたせることが大事です。 
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３）調べ学習、ただやるだけでは 

社会科の発展学習として、地域にある工場

を素材として、子どもたちが課題をもち、調

べ学習を進めていきましが、単に聞いてきた

ことを書くだけだったり、本を写すだけに終

り、そこから考えたり、自分の生活に生かす

ものになっていません。どうすれば問題解決

学習を効果的に進めることができるのでし

ょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

 調べ学習というのは、問題解決的な学習の一部に

すぎません。主体的に学習できるように、子ども自

らが発見した課題をもち、予想を立て、課題を追求

していくことが大切です。そのためにも、教師が子

どもに課題を見つけさせる工夫をする必要がありま

す。子どもが意欲をもって学習できるように核心に

迫るビデオを用意したり、中心概念をしっかりもっ

て学習が進められるよう支援したりしていって下さ

い。 

 課題解決的な学習や問題解決学習に問題が残るよ

うに思います。子ども自身が興味をもって課題追求

していく姿勢を持続させるのはむずかしいでしょう。

どうしても、教師主導型になるのはなぜでしょうか。

また、中間発表会をしても、あまり深まっていかな

いなど、課題のもたせ方や学びの方法について、学

校全体で見直していきたいものです。 

 

５ 暴力・いじめ 

１）子どもの交友関係における親のかかわり 

子ども同士のトラブルに口をはさむ保護

者が増えている中、どのような言葉かけをす

ると保護者が落ち着いて、冷静さを取り戻

し、広い視野に立った子育てができるように

なるのでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

親への説明責任が十分果たせるように、日々の指

導記録をきちんととっておきましょう。また、子育

てには、親同士の横のつながりが重要になってくる

ので、懇談会等を活用し、啓発活動を行うことが大

切です。 

２）いじめ・偏見 

障害をもつ児童に対し、１人の男子が、「キ

モー。あっち行け」とけりつけることがあり

ます。周りにいる児童は、悪いと思いながら

も、その児童が恐いため同調してしまいま

す。低学年の児童に障害に対する正しい理解

を促すにはどのような言葉かけをすればよ

いでしょうか。 

＜同僚からの助言＞ 

人権問題であることを、子どもの発達段階に応じ

て理解させることが大切です。道徳の時間なども利

用し、弱い立場におかれている子どもの悲しい気持

ちに共感させる場面を多く取り入れていくことです。 

３）友達への嫌がらせや暴力をやめないＵちゃん 

小さいころからわがままで、みんなに命令

したり、わがもの顔で行動するＵちゃん。3

年生になっても、クラスの友達に暴力を振る

ったり、嫌がらせをしたり、持っているもの

を取って放ったりなど平気でします。その都

度指導はしていますが、いっこうに問題行動

は減りません。どうすればよいでしょうか。

＜同僚からの助言＞ 

 休み時間などにも子どもたちの中に入り、様子を

見守るとともに、よさを見いだし、学級経営の改善

に努める。生育暦を調べ、指導に生かしましょう。 

４）いつになったら 

Ｘちゃんは4年生。今日も友達の顔を殴り

ました。突然カッとなり、暴力を振るうので

す。相談センターにも通っていますが、なか

なか落ち着きません。家庭にもたえず連絡を

取って、対応の仕方を一緒に考えています

が、目を離せません。 

＜同僚からの助言＞ 

 親が抱えているストレスが子どもを悪い方向に向

かわせている可能性も考えられるので、専門的な機

関との連携が必要になってきます。学校では、先生

と何か一緒にできることを探し、その子のよさを認

めてやることで行動面の改善に努めましょう。 

 

６ 学校全体で取り組むべき問題をあぶり出す 

11 月の研修会において各自で問題をケースにし

て持ち寄ったものは、すでに述べたように、南大津

小学校の直面する問題ばかりとは限りません。他校

や前任校などで出会ったり、見聞きした問題も含ま

れていますが、私たち一人一人の教師が解決したい

と思っている問題であることは間違いありません。 

さて、表１からわかるように、取り上げられたケ

ースは、「教科指導」が４つ（算数２つ、社会と図工

各１つ）、「総合的な学習」が２つ、「生徒指導」が

10となっていて、本校の教員にとっては、生徒指導

をどうすればよいのかということが最重要課題にな

っていることがわかります。ただし、生徒指導の問

題のうち７つは、個人的な取組みですぐに解決でき

そうであったり、少なくとも方向性を見いだせそう

なものです。たしかに、教科や総合を含めて、諸問

題をみんなで話し合い、解決策を探り、同僚教師の
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経験知などを踏まえた助言もあって、解決の方向性

がわかったことも少なくありません。 

しかし、表１の③のように、個人的には解決でき

ませんが、学校全体で残すところ半年弱となったも

のの、年度内に取り組めば何とか解決できるかもし

れないという問題もあれば、④のように、もっと長

期的に取り組まなければならない問題もあります。

安藤先生との当初の打合せで、学校ケースメソッド

の共同研究は１年間ということでした。したがって、

私たちは、③として示された総合的な学習について

の学校全体のカリキュラム編成や学習の進め方につ

いてケースをつくり直し、2008 年 1月 21日に学校

ケースメソッドによる研修会を開催することにしま

した。 

 


